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豊山町 今、考える平和2023
令和5年7月25日～8月27日

　本町は「安全で明るく住みよい町」の実現を目指して、「平和を推進する町」として「平和都市宣言」を掲
げています。
　今年は、「豊山町　今、考える平和２０２３」と銘打ち、子どもから大人まで全世代を対象に、平和について
考えるきっかけ作りを目的とした様々な事業を実施します。
　ぜひこの機会に、今ある平和の尊さについて考えてみませんか。

恒久平和を願うメッセージ
　豊山町は、平成７年、世界の恒久的な平和を願い、「安全で明るく住みよい町」の実現を目指し、平
和都市を宣言しています。
　かつての戦争は、多くの人々の命や未来を奪い、社会を混乱させました。原爆が投下された広島、
長崎を始め、多くの場所で、多くの人々が戦争の犠牲になりました。
　国外に目を向ければ、ロシアのウクライナ侵攻を始め、紛争やテロなど、平和を脅かす様々な問題
が起こっており、世界では多くの人々の日常が破壊されています。
　今日、私たちが平和に暮らすことができるのは、戦後、私たちの先人が平和を願い、努力し、実現し
てきた賜物です。
　戦後７８年が経過し、当時の戦争を知る世代が年々少なくなってきています。
　しかし、私たちは決して、戦争の悲惨さを忘れてはなりません。
　今日の平和を大切に守り、将来の世代と共に考え、語り継いでいくことが、今の平和な時代を生き
る私たちの責務であります。
　豊山町では７月２５日から８月２７日まで、「今、考える平和２０２３」と題して、戦争の悲惨さ、平和の尊
さ・大切さを私たちみんなで考える事業を展開します。
　終戦記念日を迎える８月、ご家族やご友人、お子さんやお孫さんとともに、平和について考える時
間を是非、作っていただければと思います。　　                                        豊山町長  鈴木邦尚

豊山町平和都市宣言 平成７年12月18日　議決

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかし、今なお核兵器の存在が世界の平和と人類の生存に、大きな不安をもたらしています。
こうした状況のもとで、わが国は世界唯一の被爆国として、すべての核兵器の廃絶を世界に訴えつづけて行
かなければなりません。
戦後５０周年を迎えた節目の年にあたり、非核三原則を堅持し、「安全で明るく住みよい町」の実現をめざして

「平和を推進する町」であることを、ここに宣言する。

「平和都市宣言のまち」
として 今、考える

今、考える平和展
7月25日～8月27日
豊山町で起こった戦争に関するできごとの写真付き
パネルや、実際に使われていた軍装品などを展示します。

社会教育センター２階　郷土資料室
生涯学習課生涯学習グループ　☎28-0396

パネル展

長崎原爆パネルや、戦争の
悲惨さを感じることの
できる資料を展示します。

役場１階ロビー　
総務課総務・財政グループ　☎28-6003

図書コーナー
7月25日～8月27日

8月9日
8月19日

8月1日～8月15日
平和について考える
図書コーナーを特設します。
また、図書館だより「書窓」の表紙に
平和について考えるコラムを掲載します。
社会教育センター１階　図書室
社会教育センター　☎28-5335
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読み聞かせ

ゆめっ子おはなし会による、
平和について考える絵本の
読み聞かせを開催します。

社会教育センター１階　幼児遊戯室
社会教育センター　☎28-5335
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お昼のときめき
コンサート
平和を祈る曲を
ジャズアレンジでお届けします。

社会教育センター２階ホール
生涯学習課生涯学習グループ　☎28-0396
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